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家庭看護パンフレットを作成して
小外来　○佐々木　油井　伸山　小林　久保　内田
　1　はじめに
　小児科外来では、多くの母親が我が子の、発熱、下
痢、ロ区吐などの症状に動揺し、援助を必要としている
場合が多い。
　家庭に帰ってからの看護者は母親であり、家庭にお
いても状態に応じた継続看護を行えるように、看護掃
は指導していくことが大切であると考える。
　しかし、看護婦は、短時間に多くの患者の介助を行
わなければならない現状の中で、援助を必要とする、
患者及び母親を見分け、ニードに合った援助を診療の
合い間に口頭だけで行うことには限度があると感じる。
　また、母親は状態の悪い我が子のことで頭が一杯で
あり、口頭で指導したことの半分も聞いていないこと
が多い。その為、日に何度も電話を受けたり、何度も
受診したり、何回かくり返し指導しても、冷静に聞く
ことが出来ないため、家へ帰ってからも見直すことが
できるものはと考え、今回、家庭看護のパンフレット
を作成したのでここに報告する。
　ll　研究方法
1）期間　平成2年6月～12月
2）方法
　1．家庭において必要と思われる症状別看護の選択
　2．パンフレット内容検討
　3．パンフレット作成
　皿　結　　果
1）家庭において必要と思われる症状別看護の選択
　小児科受診の多くは、発熱、下痢、ロ区吐、便秘、咳
漱、鼻汁等の症状がある。その中で変化が著しく対処
に困っていることが多く、また家庭でも母親が是非こ
れだけは看護出来るように、「発熱」、「嘔吐」、「下
痢」の3つを選択した。
　そして当然できていると思われながらも実態はなか
なかうまく出来ていない「薬の飲み方」についても、
パンフレットを作成することにした。
2）パンフレット内容検討
　以前あったパンフレットの内容も参考に再検討を行
った。
　1．発熱について
　　古い知識や誤った考え方を見直すため
　　①冷却の仕方
　　②水分補給や食事について
　　③解熱剤について
　2．嘔吐について
　　嘔くという状態にびっくりし、水分を与えるのが
　恐くなってしまったり、水分補給の時期が適当でな
　かったり、動揺してしまうことがあるため
　　①吐いた時の対処の仕方について
　　②水分や食事の与え方について
　3．下痢について
　　経過が長くなることがありすぐに症状が改善する
　ものではない事や、二次的に出現する、脱水や殿部
　のただれは、家庭での対処が重要であるができてい
　ないため
　　①脱水予防について
　　②殿堂の保清について
　　③食事の内容について
　4．薬の飲ませ方について
　　年令により飲ませ方の違いや、理解して薬を飲む
　ことが少ないため
　　①薬の保管方法
　　②液剤と散剤に分けて説明する
　　③乳児への飲ませ方、幼児への飲ませ方
　以．上のほかに、発熱、嘔吐、下痢は、病態生理的に
はどういうことなのか、また来院時の注意点として、
受診時、子供の罹患経過や症状の変化が話せるようにメ
モをしたり、どんな時に受診をしたらよいか、困った
時に電話ができるように電話番号をつけ加えた。
3）パンフレット作成
　何回か改善を加え、簡潔明瞭にまとめた
　図①②③④参照
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現代は核家族化が進み、少子化時代といわれている。
その中で、母親の育児経験の不足や、高度成長にとも
’なう父親不在などにより、病気の児の変化を相談出来
る相手がいない為、母親は不安が増大し平常心を失っ
ていることが多い。
　また、情報化時代といわれる今、病気に対する育児
書が多数出ているが、母親は情報を選択出来ずにいる
のが現状である。
　母親は自分なりに情報を求め、必死でケアーをしょ
うとしていることも忘れてはならない。
　今回そんな母親が家庭で看護が出来るためにとパン
フレット作成を試みて、今後のパンフレット活用の
中での外来看護婦の役割を考えることができた。
1）家庭での看護者は母親であり患児を治していくに
　は家庭での母親の看護が大切であることや、我が子
　を「かわいそう」という気持ちにとどめないで、何
　が本当に「かわいそう」なのか理解してもらうよう
　に働きかけなければならない。
2）母親の立場や気持ちを理解し、受け止めたうえで
指導していくことが大切である。
3）診療の中で援助を必要とする患者を見分ける判断
力と短時間の中でパンフレットを活用し、個別的指導
ができる能力を身につける。
　V　おわりに
　パンフレットを作成してからの日が浅い為活用がなさ
れO・ないが、今後は、パンフレットを活用し、限られ
た時間内で個別的指導を行い、家庭看護の必要性を訴
え、継続看護へのワンステップになればと考える。
　最後に、協力頂きました、医局の先生方：医局秘書
高塩さんに深く感謝いたします。
　　参考文献
1）　「育児相談」高橋悦二郎　へるす出版　小児看護
　Vo　l　Na　4．　1988
2）　「母親の子供に対する愛着」菅原ますみへるす
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下痢をしているお子さんへ
　子供は大人に比べてtトの中の水分の割合が多いので下痢をおこしている時は水分が失わ
れやすく、脱水をおこすこともあります．
　お峠さんは以下の戒に注意して、ltlくド痢がなおるよう頑恨りましsう．
1．水分を充分に与えましょう．
①少血つつこ．まめにあげましょう．
②臼湯、麦茶、番茶、スポーツ飲料をあげましょう．
　（乳幼児は小児川イオン飲料＝アクアライトeしe）
③母乳の場合はそのままあげましよう．
④ミルクは必要に応じうすめましょう．
　　（牛乳は一度沸騰させ、上にできる膜を聖り除いて与えてください）。
2．おしりが赤くならないようにしましょうg
①オムツはこまめにかえましょう。
②交換した後はおlllさんの手をよく洗いましょう。
③ウンチの後は、シャワーや洗面譜でお尻をよく洗いよく乾かしてから
　オムツをつけましょう。
3，食郭について
　　①消化の良い物をあげます．
　　　②脂っぽい物、trい物、スナック菓子、炭故飲料はあげないでください。
　　　③ウンチの回数が多い、水のようなウンチの時は固形の物よりも水分を取るこ
　　　　とに気を付けてあげてください．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4　病院に行く時のために…　　（医師にお子さんの正確な状態を知らせましょう。）
　　①ウンチの回数・破さ・ねばねばが混じっているかどうか、すっぱい匂いが
　　　　するかどうか、をメモします．その他にオシッコの回数もわかると良いです
　　②飲んだtLtや、　ec　ijiの内容をメモします．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“5。こんな購は早めに医師に連絡しましよう．　　　　　　　　　　　『、・、
①ウンチに血が混じった時．
⑦ウンチの回数が多く、水を飲んでも吐く時．
③いつもより極端にぐったりしている時．
　　衷京医科人学病院　　小児科夕L米
歪奮03（：342）6且ll　IJS＝当紅22
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。な 発熱しているお子さんへ
　子供は、大人に比べて発熱により体の中の水分やカロリーが火われることが多いので、
以下のことに注意しましょう．
　　1．まず冷やしましょう。
①アイスノンや氷枕をタオルで包み、頭や背中を冷やしましょう。
　氷のうで、首や脇の下（大きな動脈が通っているため）を冷やします。
②厚着をさせないようにしましょう。掛物は掛け過ぎないにしましょう。
③室渦はいつも通りで良いです。暑すぎたり寒すぎたりしないように、暖房や
　クーラーを調節しましょう。
④寒気があるときは、掛け物で調節しましょう。寒気が取れたら掛け物は薄く
　しましよう．
2．栄養・水分は多めにあげましょう。
s　e
　　　①水分は、いつもより多めにあげましよう。
　　　　　　　　・臼・嚇・・茶・小魍・オ・ik・il）　　　　　〔
　　　②消化の良い物や、喉ごしの良い食べやすい物をあげましょう。　　　。，，，．
　　　③欲しがらない時は無理強いせず、水分だけは充分あげましょう。
3．解熱剤の使い方．
k
　　　①医師に指示された量・使い方を守りましょう。
　　　②本人が辛そうに見えない時は、無理に使用しなくても良いです。
　　　③熱でひきつけを起こしたことのあるお子さんは、医師に相談の上、
　　　　早めに解熱剤を使いましょう．
　　　④解熱剤は一時的なもので、病気が治ってこないと熱は下がらないことも
　　　　あります．
4．病院に行く時のために…　　（医師にお子さんの正確な状悠を知らせましょう。）
1k
’働し冒
　　　①体溜を測った時間・解熱剤を使った時間をメモします。
　　　②体温を測ってから病院に行きましょう。
5．こんな時は早めに！！
①4日以上38℃以上の熱が続く時。
②発疹やひきつけを起こした時。
③普段より極端に元気がなかったり、オシッコの回数が減った時。
④頭・首を痛が・つたり、吐いたりする時。
二　　ひ
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　　東京医科大学病院　　　小児科外来
803（342）6111内3122
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吐いているお子さんへ
　吐くと水分と一緒に消化液も出てしまうので体のバランスが崩れiやすくなっていますの
で、以下のことに注意しましょう。
1．吐いたときにすること．
①顔を横に向かせ吐いた物が、気管に入るのをふせぎましょう。
②吐いた物はすぐ片付け服が汚れていたら、着替えましょう。　　r■　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nvi③うがいが出来る子にはうがいをさせましょう。
2．水分を充分に上げましょう。
①吐いた後30分位したら、少騒（20mΩ位）の水分
　（白日・麦茶・番茶・乳幼児イオン飲料＝アクアライトetc）をあたえ
　吐かなければだんだん量を増やし、こまめに上げま叉しょう。
②食事や離乳食は吐きけがおさまるまで待ちましょう。
　ジュース・スナック菓子・炭酸飲料・アイスクリームなどは、
　吐きやすいのでやめましょう．
tt
3．病院へ行く時のために…　　（医師にお子さんの正確な状態を知らせましょう。）
①吐いた回数や時間・吐いた物をよく見てメモしておきましよう。
②飲んだ量・オシッコの回数・時間もメモしておきましょう。
4．こんな時早めに医師に連紬しましj；う．
①少轍の水分を飲んでも吐く時．
②いつもよりぐったりしている時◎
r　　3　o　o
　東京医科人学病院　　　　小児科外米
2至03（342）611監　内3122
